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平成２０年１月９日

兵庫県ＣＯＥプログラム推進事業
平成１７年度補助事業終了研究プロジェクトの事後評価結果について

兵庫県では、２１世紀のひょうご経済を支えるリーディング産業の創出を目指し、産業
波及性のある独創的なシーズの創出を促進するため、１５年度から産学官連携による立ち
上がり期の研究プロジェクトを支援する提案公募型の研究補助制度「兵庫県ＣＯＥプログ
ラム推進事業」を実施しています。

、 （ 、今回 １７年度に本補助事業を終了した研究プロジェクト１５課題 １６年度に採択し
２年間実施した研究プロジェクト５課題、１７年度に採択し単年度で終了した研究プロジ
ェクト１０課題）について事後評価を行い、その概要は次のとおりです。

１．目的
１７年度に補助事業を終了した１５件の研究プロジェクトについて、国等の競争的資

金等を活用した研究開発、参画企業における大型研究プロジェクトの実施等による本格
的研究へ円滑につなげるとともに、今後の研究開発、事業化開発の展開に資するものと
し、さらには、新産業・新事業の創出、新規雇用の創出の促進を図る。

２．評価の実施
「兵庫県ＣＯＥプログラム推進事業審査委員会」において事後評価を実施。今回評価

を実施した研究プロジェクトは別紙のとおりである。

３．評価結果概要
評価を実施した１５課題のうち、１０課題については、優れた研究成果が出ており、

本格的研究への展開が十分見込まれるものであった。その他の課題についても、当初の
研究目的等は概ね達成できており一定の研究成果が得られた研究であったと評価され
た。

【１６年度採択 ５課題】

総 合 評 価 Ａ Ｂ Ｃ 課題数合計

件 数 ４ １ ０ ５

【１７年度採択 １０課題】

総 合 評 価 Ａ Ｂ Ｃ 課題数合計

件 数 ６ ４ ０ １０

[総合評価の視点］

Ａ：優れた研究成果が出ており、本格研究もしくは事業化への移行が期待される。

Ｂ：十分な研究成果が出ており、今後、本格研究への移行の可能性が十分にある。

Ｃ：研究成果は十分とはいえず、本格研究に向けて更なる研究が必要である。

４．評価結果の反映
審査委員会委員等から寄せられた意見・コメントについては、各研究プロジェクトの

今後の本格的研究、事業化への展開のフォローアップに資するため、各共同研究チーム
に伝えるとともに、今後の新規採択にかかる審査、研究プロジェクトの管理及び事後評
価方法等に適切に反映します。

【参考】
○助成内容
助成金額１課題に対し、５００万円～１，０００万円の定額を補助
助成期間原則１年間（ 研究内容に応じて、最大２年間）


